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よくわかるマスター MOS Word 2013 対策テキスト＆問題集 <改訂版> 
Office 2016 ユーザー用修正ファイルについて 

「よくわかるマスターMOS Word 2013 対策テキスト＆問題集 <改訂版>」（型番：FPT1502）の模擬試験プログラムを Office 

2016 環境で動作可能にする修正ファイルの使い方を解説します。 

この修正ファイルは、MOS 2013 を受験したいけれども、自身のパソコン環境が Office 2016 で添付の模擬試験プログラムが

起動しないというお客様のために提供するものです。 

 

 

１ 修正ファイルの動作環境 
提供する修正ファイルは、次の環境を前提に動作検証を行っております。 

OS ： Windows 10 日本語版 64bit （ビルド 10586.420） 

アプリ ： Office 2016 Professional 日本語版 64 ビッド （16.0.7030.1012） 

※環境によって、記載のとおりにならない場合があります。 

 

 

2 修正ファイルの注意事項 
すでに模擬試験プログラムがインストールされているパソコンに、修正ファイルを適用すれば、Word 2016 環境で模擬試験プ

ログラムが動作するようになります。次の注意事項をご確認いただき、ご了承のうえ、ご利用ください。 

 

Word 2013 と Word 2016 の仕様および機能の違いによって、次の模擬試験は正しく実施、採点できません。 

第 2 回模擬試験 

【現象】完成図サンプルは「MS 明朝」で表示されるが、問題ファイルは「遊ゴシック」で表示される。 

問題文の指示通りに解答しても、ページの区切りが完成図のとおりにならない。 

【理由】Word の標準フォントが、Word 2013 では「MS 明朝」だったが、Word 2016 では「遊ゴシック」になったため。 

「遊ゴシック」の行間は「MS 明朝」の行間よりやや広く、1 ページ目の文章が 2 行分はみ出してしまう。 

【採点への影響】ページの区切りを確認させる「問題 12」と「問題 31」は、正解になりません。 

それ以外の問題は、正否を判定できます。 

 

Word 2013 と Word 2016 の仕様および機能の違いによって、コマンド名や設定項目名などが異なる箇所があります。 

例： 

第 1 回模擬試験 問題 2 

【Word 2013 の解答】①《ページレイアウト》タブ→《ページ設定》グループの をクリックします。 

【Word 2016 の解答】①《レイアウト》タブ→《ページ設定》グループの をクリックします。 
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第 1 回模擬試験 問題 5 

【Word 2013の解答】①《デザイン》タブ→《ページの背景》グループの （ページの色）→《テーマの色》の《80%灰色、テ

キスト 2、白+基本色 90%》をクリックします。 

【Word 2016 の解答】①《デザイン》タブ→《ページの背景》グループの （ページの色）→《テーマの色》の《濃い灰色、

テキスト 2、白+基本色 90%》をクリックします。 

 

第 1 回模擬試験 問題 17 

【Word 2013 の解答】②《挿入》タブ→《図》グループの （画像ファイル）をクリックします。 

【Word 2016 の解答】②《挿入》タブ→《図》グループの （ファイルから）をクリックします。 

 

第 1 回模擬試験 問題 18 

【Word 2013 の解答】② （レイアウトオプション）→《文字列の折り返し》の《四角》をクリックします。 

【Word 2016 の解答】② （レイアウトオプション）→《文字列の折り返し》の《四角形》をクリックします。 

 

第 1 回模擬試験 問題 36 

【Word 2013 の解答】②《挿入》タブ→《テキスト》グループの （ワードアートの挿入）→《塗りつぶし-濃い青、アクセン

ト 3、面取り（シャープ）》をクリックします。 

【Word 2016 の解答】②《挿入》タブ→《テキスト》グループの （ワードアートの挿入）→《塗りつぶし：濃い青、アクセン

トカラー-3；面取り（シャープ）》をクリックします。 

 

第 2 回模擬試験 問題 50 

【Word 2013 の解答】③《ドキュメントパネルを表示》をクリックします。 

【Word 2016 の解答】③《詳細プロパティ》をクリックします。 

※ここに記載している箇所以外にも、いくつか違いがあります。 

 

修正ファイルは動作保証の対象外となります。予期しない動作をする可能性があります。 

 

修正ファイルを適用すると、模擬試験プログラムは Word 2013 環境で動作しなくなります。 

Word 2013 環境で動作できるように元に戻すには、模擬試験プログラムを一旦アンインストールします。その後、テキスト

添付の CD-ROM を使って模擬試験プログラムを再インストールします。 
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3 修正ファイルの適⽤⽅法 
 

■修正ファイルのダウンロード 

修正ファイルは、FOM 出版のホームページで提供しています。ダウンロードしてご利用ください。 

ホームページ・アドレス 

http://www.fom.fujitsu.com/goods/ 

ホームページ検索用キーワード 

FOM 出版 

 

① ブラウザーを起動し、FOM 出版のホームページを表示します。 

※アドレスを直接入力するか、キーワードでホームページを検索します。 

② 《ダウンロード》をクリックします。 

③ 《資格》の《MOS》をクリックします。 

④ 《2013〈改訂版〉バージョン》の《MOS Word 2013 対策テキスト＆問題集 <改訂版> FPT1502》をクリックします。 

⑤ 《Office 2016 ユーザー用修正ファイル》の《Word2013for2016.zip》を右クリックします。 

⑥ 《対象をファイルに保存》をクリックします。 

⑦ 《名前を付けて保存》ダイアログボックスが開きます。 

⑧ ダイアログボックスの左側の《デスクトップ》をクリックします。 

⑨ 《保存》をクリックします。 
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■ダウンロードしたファイルの解凍 

ダウンロードしたファイルは圧縮されているので、解凍（展開）します。 

 

 

① デ ス ク ト ッ プ 上 に ダ ウ ン ロ ー ド し た フ ァ イ ル

《Word2013for2016.zip》を右クリックし、《すべて展開》

をクリックします。 

 

 

②《完了時に展開されたファイルを表示する》をにしま

す。 

 

③《展開》をクリックします。 

 

 

④デスクトップに「Word2013for2016」というフォルダーが

作成され、フォルダー内が表示されます。 
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■修正ファイルの適用 

解凍したファイルをダブルクリックすると、パソコンにインストールされている模擬試験プログラムが自動的に書き変わりま

す。 

 

 

 

① フ ォ ル ダ ー 「 Word2013for2016 」 内 の フ ァ イ ル

「Word2013for2016」をダブルクリックします。 

※《ユーザーアカウント制御》のメッセージが表示される場合は、《は

い》をクリックします。 

 

②《ようこそ》の画面が表示されたら、《次へ》をクリックしま

す。 

 

 

③セットアップが開始されます。 

 

④セットアップが完了したら、《完了》をクリックします。 
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■模擬試験プログラムの版数確認 

模擬試験プログラムを起動し、修正ファイルが正しく適用されたかどうかを確認します。 

 

 

①Windows 10 の （スタートボタン）をクリックします。 

 

②《すべてのアプリ》をクリックします。 

 

③《M》の《MOS Word 2013》をクリックします。 

④MOS2013 模擬試験プログラムが起動します。 

※起動には、時間がかかる場合があります。 

 

⑤修正ファイルが適用されると、スタートメニューの右上に

「04-001」と表示されます。 

※模擬試験プログラムの使い方に変更はありません。 

 

以上 
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